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第 I章 緒 酉
地の淫浸状態が報告されているが，農村地区に於い

我が国に於ける寄生虫蔓延の状況は，小宮(1958) てはその陽性率は相当高度であって，昭和� 23年か

も述べている如く信頼出来る検査結果では，近時依 ら25年にかけて予研と米� 406綜合医研との共同検

然として高率を示してし、る。 便の結果， 鹿児島の� 70.0%を最高に，、山梨の� 68.5

虫回虫に関して云えば， 厚生省の全国集計による %， 茨城の� 59.0%，広島は� 50.0%の鈎虫卵陽性率

と，昭和� 5年全国虫卵保有率は� 50.6%で、あったもの を示したとし，小宮(1952)は農村に於ける鈎虫淫

が，昭和� 10，15，20年にはそれぞれ� 42%，37.2%， 浸率は平均的には� 30%内外であろうと云い，� 野7.K.1

40.2%と一時減少の傾向を見せた。然るに，昭和� 21 (1956)は群馬県に於ける農村の鈎虫卵陽性率を約

年には� 57.1%と激増し，この様な傾向はドイツに於� 40カ町村にわたって調査した結果，その平均陽性率

し、ても認められ，程度の差こそあれ正に敗戦国共通 は42%，鈴木(1956)は宮城県の農村の平均鈎虫感

の現象と小宮� (1958)をして言わしめたが，以後昭 染率は� 23.7%であると報告し，志村(1955)は山梨

和� 24年度の平均� 48.1%の陽性率を最高とし漸次減 県の一地区では平均� 20%，岡部(1952)は大分県の

少の傾向を示し，昭和� 31年度のそれは� 27.8%と減. 一郡に於ける調査で� 28.3....__60.8%，牟田口・(1955)

少している。 は福岡の調査で 12.8~5 1. 7% と報告している。叉，
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lE木(1953)は香川県下一農村の鈎虫寄生率は平均 れば誤差を招きやすく，且つ実用的に使用し得ないA

52.8%であるとしているσ ため，操作が比較的簡便で，しかも実際的応用に適

以上の諸家の報告にもある如<， ~回虫，鈎虫の農 し，概むれ信頼するに足る正確度を有する方法であ

村に於ける蔓延状況は，農村衛生上無視出来ぬもの ることが必要であるが，� Sto11氏法はこれらの条件

があり，その淫浸率並びに感染濃度を正確に把握す を比較的に満足せしめるものがあると思われる。

る必要が生じてくるのである。即ち，畑虫に関して 従って，著者は� Sto11氏法を主体として，尿内

言えば，寄生虫体数が少数の場合でも相当重症な症 の虫卵数計算法に関して� 2，3の知見を得たので，

状を呈する場合もあり，叉これに反して，多数寄生 こ与に報告する。

の際にもさして自覚症状を訴えぬ場合もあって，そ

の症状の軽重と寄生匹数との聞には，判然とした相
第� 11章� 8toll氏法に於ける大試験管

関関係はなきものの如くであるが，鈎虫に於いて
内寄生虫卵の分布状況について

は，寄生虫体数の多寡と症状の軽重とが比例する場 第� 1節管内液のよ層液と下層液中に含まれる虫

合が多く，宿主体内に於ける感染濃度を数量的に推 卵数の差異について

定することは，単に予防的見地から重要であるばか� 1. 姻虫卵について

りでなく，最も適当であると思われる治療及び駆虫� 1. 緒 言

の方法の採用としづ問題とも関連を生じて，その推 寄生虫の感染程度測定法として，尿内寄生虫卵計

定方法の再吟味を行なう必要があると思われる。殊 算の有用性はすでに� N.R. Sto11 (1923)によって

に公衆衛生的に必要な団体的検査及び駆虫法施行の 唱えられた。即ち，氏は所謂稀釈虫卵計算法を公に

場合には，濃度別の感染度を知る事によって，その した。その方法は，尿の各所から正確に� 3gを秤量

地方の鈎虫感染の濃度を推測し，或いは駆虫剤の効 しそれを� 45ccの目盛のある大試験管にとり，� 1/10 

果判定の際の層別化をより的確になし得ることとな 規定苛性ソーダ液を目盛迄加え，直径約� 3mmの小

る。併しながら，之等の寄生虫の感染度を数量的に 硝子球� 10個を入れ， ゴム栓を施して振譲し良く混

ほ� Y正確に検定する方法は，現在尿内に排出された 和するの一定時I司放置した後再度振援し，完全に混

虫卵数を計算する方法があるのみで，他に適当な方 和された状態となった時，速かに栓をとり測定用ピ

法がなし、。尿内寄生虫卵の算定方法は既に古<， ペットで混合液の� 0.15ccを吸レ取り，之を載物ガラ� 

Grassi (1879)，Parona (1880)， Luss (1855)， スに滴下し，デッキグラスで被い，全虫卵数を算定� 

Leichtenstern (1886)等により試みられた。� 1923 する。混合液� 0.15ccは� 3gの糞便の� 1/300g量に相

年� N.R. Sto11は所謂稀釈虫卵計算法を発表し， 当するから，算定した全虫卵数を� 100倍すれば� 19

団体的寄生虫駆除の場合に於けるー検査法としてー 中の虫卵数となる。

部応用されるに至った。その方法は，一定量の尿を この操作は比較的簡単にして検査成績も比較的正

計量し適宜稀釈し，その一定量中の卵数を計算する 確なため，一般に広〈応用され，殊に公衆衛生的見

のである。その後，� Chandler (1924)，Caldwell 地から施行される団体的寄生虫駆除の場合に於ける� 

(1926)，中路く1928):等相次L、で� Sto11氏法の安法 ー検査法として使用せらるるに至った。そして，

を発表し，� Hung (1926)，平井く1926)の直接塗抹� Payne，Cort and Riley (1923)は野外調査に於

法，分島(1932)の石松子末による計算法，横川 いて� Sto11氏法を団体的実施に用い，� Hil1く1923) 

(1956)のメタアグリーノL樹脂球による方法など相 も本法を応用し，沈澱法で� 79.8%に対し� Sto11氏法

次いで、報告された。叉，� Beaver (1949)は塗抹法に では� 74.3%の正確度を認め，� 85%以上の高度感染

ー定の標準を設け，この標準塗抹法によって得た虫 を示す団体に於し、ては，本法は沈澱法と同価値であ

卵数は充分信頼しうることが明らかとなったのでこ ることを証明している。その後，� Chandler (1924) 

の法を用いた。最近に至り，石崎(1953)が直接塗 は� Sto11の安法として糞便� 3gを90ccに溶解し，

抹法による阻虫卵数定量法を発表し，:佐藤(1953) その溶液中よりピペットで� 0.3ccを採取し，カノミー

も尿を塗抹法で検査して集団の概括的感染程度の表 グラスを使用せず検鏡し，� Caldwell (1926)は糞便

示に用いうるとしているが，現在最も実用的に広く� 4gを秤量し，之を� 40mlVこ目盛された広口試験管

使用されているのは� Sto11氏法である。 の底部に採取し，� 30%のアンチホルミンを� 4mlま

虫卵数を算定する場合に，その操作が複雑にわた で注加し，小硝子棒にて捜持し，� 1時間又はそれ以
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上放置し，その後に比重� 1，230の糖液を� 40mlの目� 

盛迄注ぎ，ガラス棒にて混合し，ピペットにて迅速

に溶液の� O.lmlを吸取し，載物ガラス上に拡げて

検鏡した。かくて虫卵数を� 100倍し� 19中の虫卵数

を算定した。

叉，中路(1928)は糞便� 5gを秤量し，� 1/10規定

苛性ソーダ溶液を注加し全量を� 50ccとし， その混

合液� 0.3ccを吸取して検鏡した。

以上の諸方法は，何れも� Stoll氏法の原理に基づ

いての方法の改Z主であって，大試験管内の糞便液が

充分に混和された時に，その中の虫卵分布状態が平� 

等であること，及び大試験管内の一定溶液中より得

られた虫卵平均数(標本平均値〉と，その場合の溶

液中の虫卵の母平均値とが一致していtる事を前提と

して，その後の虫卵数算定を行っている。この事に

関しては，藤縄(1957)が大試験管内の鈎虫卵分布

様式について，鈎虫卵数が比較的少ない場合を検討

して，ポアソ� γ分布をなすと論じ，更に母平均値と

標本平均値との関係は，その値がほぼ一致している

事を述べている占叉，小平，矢島(1951)も第� 11回

寄生虫学会関東部会でポアソン分布をなすと発表し

.ている。

中山(1956)は，姻虫卵の水中沈降速度につし、て

実験を行ない，人畑虫卵の水中沈降速度は， 終末

速度で� 14.8sec/cm仁士1.めであると述べてし、る。

そこで，著者は先ず鈎虫卵より比重の大きい畑虫卵

につし、て，管内液の上層液と下層液中に含まれる虫

卵数の聞に差があるか否かについて実験を行ったの

で，こ� Lに報告する。� 

2. 実験方法

塗抹法により検便を行ない，自国虫卵陽性者の尿内

の各部から任意に尿を採取して，正確に秤量して� 3 

gとなし，� 45 ccの目盛のある大試験管に入れ，� 1/10 

規定苛性ソーダ液を目盛迄満たし，直径約� 3mmの

小硝子球� 10個を入れ， ゴム栓を施、して充分振醤捜

持し，便塊を完全に溶解せしめた。振最後速かにプ

ム栓をとり，� 0.15 ccの目盛のあるピペツ十を用いて

管内液の上層部より正確に� 0.15cc採取し， ピペッ

トの周囲に付着せる液をガーゼで拭レ取り，載物ガ

ラス上に全液を滴下し，カノミーグラスにて被い，そ

れをもって上層液の� 1標本とした。

次いで直ちに試験管を振聾して，管内液の下層部

より正確に� 0.15ccピペットで採取し， ピペットの

周囲に付着せる液をガーゼで拭い，ピペット内の全

液を載物ガラスに滴下して下層液からの� 1標本とし� 

偵に検鏡に)1たのこ与に於し、て上層波並びに下層液の

よって，その中に合まれる全虫卵数を算定L，之を

第� 1回の実験としたの� 1次し、で同じ操作を上!普及び下

層と交互に行い，� 30回繰り返したので� 1木の試験管

については， 計� 60回の検査を行った事になる。即

ち，上層ど下層とからの標本を� 1組になる如く採取

し，次回の標本の検査との聞には，検鏡に要する時

聞が配置される知く行った。かくて，各回の上層と

下層の各液につし、て算定された虫卵数の差異につし� 、l

て検討を加えた。

3. 実験成績

i) X =5.6の場合

実験i)は大試験管内の各� 0:15cc尿液中の虫卵

数平均が� 5.6の場合で， 管内液の上層及び下層より� 

0.15 ccづ、つ各� 30回.計� 60回検査した。この場合の

姻虫卵数の出現度数は表� 1に示す如く，上層につい

て云えば，虫卵数が2個の場合が� 1回，� 3個の場合

が2回，� 4個の場合が� 4回，� 5個の場合が8回，� 6 

個の場合が� 7回，� 7個の場合が� 4回，� 8個の場合が� 

2回，� 9個の場合が2回，� 10個の場合が� 0回となっ

た。叉，下層につし、て云えば，虫卵数が2個の場合

が� 1回，� 3個の場合が� 2回，� 4個の場合が� 6回，� 5個

の場合が6回，� 6個の場合が 5回，� 7個の場合が 5

回，� 8個の場合が� 3回，� 9個の場合が� 1回，� 10個の

場合が� 1回となった。この場合は観察値が� 10以下

であるので，虫卵数の平方根として� x=、/玄工而

に安換して検定を行なうと，上層液中に含まれる虫

卵数の平均値と，下層液中に含まれる虫卵数の平均

値との聞には差が認められず，この事から� X= 5.6 
の場合に，大試験管内の上層と下層に含まれている

虫卵数には差がなし、と思われる。

表1. 大試験管内の上層液と下層液中に含まれ

る虫回虫卵の分布状況� X=5.6の場合

観察度数
虫卵数

上 層|下 層� 

2 1 1 

2 23 

4 64 

5 68 

56 7 

4 57 

-3 8 2 

9 2 1 

10 。 1 
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ii) X = 16.3の場合

大試験管内の上周波と下!胃液から交互に各� 30同，

計� 60同行って何らわノ7二度|日|虫卵数の出現度数は表2

に見る如く，上層については虫卵数が� 13個の場合

が� 1回，� 14個の場合が3図，� 15個の場合が 3回，

16個の場合が8回，� 17個の場合が 8回，� 18個の場

合が5回，� 19個の場合が� 1回，� 20個が� 1回であり，

下層について云えば虫卵数が� 13個の場合が� 1回，

14個の場合が2回，� 15個の場合が6回，� 16個の場

合が� 7回，� 17個が 9回，� 18個が� 3回，� 19個が2回，� 

20個が0回であって， 上層液中に含まれる虫卵数� 

と，下層液中に含まれる虫卵数とに差があるか否か

を検定してみたが，統計的には差が認められなかっ� 

た。

表� 2. 大試験管内の上層液と下層液中に含まれ

る刺虫卵の分布状況� X=  16.3の場合

観察度数
虫卵数

上 層 下 層� 

13 1 1 

14 3 2 

15 3 6 

16 8 7 

17 8 9 

18 5 3 

19 

20 

1 

1 

2

。� 
4. IJ、 括

大試験管内の上層液と下層液中に含まれる蜘虫卵・

数の差異について実験を行ない，次の如き結果を得

た。即ち� X=5.6，X=16.3の場合，夫々の上層液

と下層液中に含まれる虫卵数の間には差はなかつ� 

7こ。� 

2. 鈎虫卵について� 

1. 緒言

前述の姻虫卵の実験で� X=5.6とX=16.3の場合

に，管内液の上層と下層に含まれる虫卵数に差がな� 

いことが認められた。鈎虫卵は蜘虫卵に比し比重が

小(1， 050~1， 10のであるから，大試験管を振謹し溶 

液が平等に混和されても姻虫卵より沈降が遅いと考

えられる。この観点より鈎虫卵を含む尿について実

験を行ない，検討を試みた。

2. 実験方法

ヅピニ鈎虫卵陽性者の尿を使用し，姻虫卵の場合

と同じ方法で-行った。即ち便量は� 3gで之を大試験

管内に入れ� 1/10規定苛性ソーダ液を� 45cじの目盛

迄加え，小硝子球� 10個を入れ充分撹持振謹し，使

塊が完全に溶解した後，可急、的速かにコ、、ム栓をとり

管内液の上層部よりピペツ� ιトにて正確に� 0.15cc採

取して標本を作製し，次レで管内液の下層部から同� 

様に� 0.15cc採取して標本を作り，検鏡によってそ

の中に含まれる全虫卵数を算定した。かくの如き操

作を第� 1回の実験とし，同ーの試験管について� 30 

回行った。

3. 実験成績� 

i) X=0.53の場合

大試験管内の各0.15cc溶液中の虫卵数平均が

0.53-の場合は，表 3に示す如く観察された虫卵数

は，上層と下層共に� O個のときが� 16回，� 1個のと

きが� 12回，� 2個のときが2回であった。この場合

は観察値が� 10以下であるので，虫卵数平方根

玄=、/支工面.5Vこ斐換し， 自国虫卵の場合と同様に検

討を行ったが，上層液中の虫卵数と下層液中の虫卵

数との聞には差がなく，この事からX=0.53の場合

に大試験管内の上層液と下層液に含まれる虫卵数に

は差はなレと思われる。

表� 3. 大試験管内の上層液と下層液中に含まれ

る鈎虫卵の分布状況� X=  0.53の場合

虫卵数�  l 

H

U

T

-

q

h

 

16 16 

12 12 

2 2 

ii) X=37.9の場合

この場合に於ける虫卵数の出現度数は，表� 4vこ示

すごとく，上層に於し、ては虫卵数が34個の場合が� 

1回，� 35個の場合が2回，� 36個の場合が4回，� 37 

個の場合が6回，� 38個の場合が7回，� 39個の場合

が� 5回，� 40個の場合が� 3回，� 41個の場合が� 1回，

42個の場合が� 1回であって，下層に於いては虫卵数 a

が34個の場合が� 1回，� 35個が2回，� 36個が3回，

37個が5回，� 38個が2回，� 39個が5回，� 40個が4

回，� 41個が3回，� 42個が� 1回であった。

そこで，上層液中に含まれる虫卵数と下層液中に

含まれる虫卵数とに差があるか否かを統計的に検定� 

してみたが差は認められなかった。従ってX= 37.9 

の場合も上層液と下層液に含まれる虫卵数に差異は

ないと考えられる。

http:X=5.6，
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表4. 犬試験管内の上層液と下胃液中に含まれ

るがj虫卵の分布状況� x=  37.9の場合� 

| 観察度数

虫卵数 一上一一一層一一一|一下一一一層一� 

34 1 1 

35 2 2 

36 4 3 

37 6 5 

38 7 6 

39 5 5 

40 3 4 

41 1 3 

42 1 1 

4. 小括

鈎虫卵について玄=0.53と玄=16.3の場合，夫夫

管内液の上層と下層に含まれる虫卵数の差異につい

て検討したが，姻虫卵の場合と同様に差はなかっ

た。

第� 2節寄生虫卵の分布様式� 

1. 姻虫卵の分布様式� 

1. 緒言

尿内に於ける寄生虫卵の分布様式につし、ては，従

来不均等分布とされており，虫卵検査法もこの点を

考慮、に入れて操作されて居た。即ち，虫卵数の算定

に当り，不均等分布を前提として便の各所より採便

することが必要とされていた。醗って糞便中の虫卵� 

数の算定をする場合，糞便のすべてに亘って虫卵数� 

を算える事は不可能なので，一部の虫卵を数えて全

体の数を算出する方法を用いた。

1例をあくやれば，分島(1932)は計算用石松子末

を一定量宛秤量し之を服用させ，その後の尿につい� 

て検鏡し虫卵数と石末子数とを計算し，この比率を

求め其の比と日々服用する石松子粒子数とにより日� 

々の排卵数を求めた。この方法は，虫卵と石松子と

が尿内に於いて平等に分布してし、る事を前提として

L、る。� 

しかしながら石崎(1953)はr 姻虫の寄生部位け
~ 

主として小腸で、あり，排出された虫卵は流動状の食

E寝中に混入し，腸の嬬動によって長時間関持されて

から大腸，直腸に達じ，排出されるから固形不消化

物の部分を除いて，少くとも普通有形尿内では均等

に分布されるであろうと云う予想のもとに，姐虫卵

陽性者の尿内の任意の箇所から無作為的に拍出した

一定量の尿について塗抹標本を作製し，該虫卵を検

出し分布型を調べた結果，尿内の畑虫卵分布は均等

性である事を認めたの

又，守屋(1956)も直接塗抹法により蜘虫卵の分

布が均等である事を証明した。

以上は尿内に於ける畑虫卵の分布状況につし、てで

あるが，畑虫卵の大レさは受精卵では約 0.045~ 

0.075 mmX 0.035---0.05 mm，不受精卵では 0.063~ 

0.078mmX0.045---0.06m mであり，平井(1926)，' 

中路(1928)，高亀(1939)，蒲池(1942)によると

その 1 雌当り排卵数は約 10 万 ~60 万とされてい

てStoll氏法に於ける犬試験管内の� 0.15cc液中(10 

mg)に含まれる姻虫卵の最小母平均値の推定は，

大約� 5.0となる。そして大試験管内の母平均値と標

本平均値との関係については，藤縄(1957)の実験

により鈎虫卵では近似していることが判明した。

以上の諸氏の実験結果から，著者は大試験管内の

姻虫卵の分布状況について実験を行った。即ち，前

述の実験で管内液の上層液と下層液から交互に� 30

回， 計� 60回につきピペットで一定溶液� (0.15cc) 

を採取し，その中に含まれる虫卵数の実測値より姻

虫卵の分布様式につし、て検討を加えた。� 

2. 実験方法

姻虫卵陽性者の尿について，前述の管内液の上層

液と下層液中に含まれる虫卵数には差異がないこと

が判明したので，この場合について管内の姻虫卵分

布様式につし、て検討した。

3. 実験成績

i) X=5.6の場合

犬試験管内の各� 0.15cc尿液中に含まれる虫卵教

平均が� 5.6の場合は，管内より計� 60回検査した時の� 

自国虫卵数の出現度数は，卵数が2個の場合が2間，

3個の場合が� 4回，� 4個の場合が� 10回，� 5個が� 14

回，� 6個が� 12回，� 7イ聞が� 9回，� 8個が 5回，� 9個が

3回，� 10伺が� 1回であった。今，表5に示す如く虫

卵数が� 10以下であるので，個々の標本値の平方根

として� x=、/云王E5に愛換してその観察度数と，� 

xに対応する累積度数を求め，� lE規確率紙の縦軸に

墨賓室塗x100の値を，横軸に� X をとると斐量の分N 
布が正規型を示すならば，望事麿塗を%に安換し

N 
た値と，� xとの間には直線関係が存在するので，そ

れらの各点が直線上にのる傾向があるときは，� xは

正規分布をなすと推定され，この事から元の虫卵分

布はポアソン分布を示すと認められる。即ち，作図

法で検定してみると，図� 1に示す如く各点は直線上

にのる傾向がある。よってもとの虫卵分布はポγソ

http:0.045---0.06
http:0.035---0.05
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日 表� 6. 虫卵数平均=5.6 N = 60定き想」
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8 
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9 
0.51798.3 

10 
《

100.03.25 

図� 1 X =5.6 

11 

60 5.317 

そして適合度の検定を行ってみると� X;=5.317

となり，� Fs = 1.33となる。従って� Fs= 1.33くFと/ く0.0めとなるから，上記虫卵分布はポアソ� γ分布

をなすと認めてよし、と思われる。� 

ii) X = 16.3の場合

虫卵数平均が� 16.3の場合について考えるに，� N= 

60の時� 0.15ccの糞便液中に観察された虫卵数が� 13
10 

個の場合が2回，� 14個が� 5回，� 15個が� 9回，� 16個

が� 15回，� 17個が� 17回，� 18個が8回，� 19個が3回，� 

20個が� 1回であった。� Xが� 10よりも大きいから虫

卵分布様式は，夫々の虫卵の出現が独立的に現われ
l。� 

るものとすると，一応二項分布をするのではないか

0.01 3.5.3.0 
と思われるので，実験によって得られた虫卵数をX

1.5 J.12 ~.5 

頻

度

F

h

u

A

O

 

表� 7. 虫卵数平均=16.3 N = 60 

x I13 I14 I15 I1~ i 17 j18 I19 I20 
。� 

10 11 
え I35 j27 I 8.5 I7.1 j6.1 ) 幻…1 

虫卵敬平JilU.;X-三lf"$� 

そこで実測値に対してホアソ� γ分布表による出現

の確率から求めた値(期待値と呼ぶ〉を算出すると，

表� 6，図� 2~こ見る如く自国虫卵数の出現度数は， 2個

が� 3.5囲，� 3個が� 6.5回，� 4個が� 9.1回，� 5個が� 10.2・

回，� 6個が� 9.5回，� 7個が� 7.6回，� 81屈が� 5.3回，� 9 

個が� 3.3回，� 10個が1.9固となる。

図� 2 大試験管内の刺虫卵分布状況� 

X=5.6 N=60 

{~ 実測値
×・ 期待値� 

とし， 之に対応する観察度数を� f(X)としたとき

の』� =(X+1〕×� f(X+りを求める・と，表7に� 
f(X) 

示す如<xが� 13の場合に対応するえは� 35，� Xが� 

14の場合に� Aは� 27，Xが� 15の場合は� 26.7，Xが� 

16の場合は� 19.3，Xが� 17の場合は� 8.5，Xが� 18の

場合は� 7.1，Xが� 19の場合は� 6.1となり，グラフの

縦軸にん横軸に� X をとると，図 3に見る如く� X

が増加するにつれてえは下降し， 各点は一直線土

にのる傾向がある。

依ってこの場合，虫卵の分布様式は二項分布を想

定することが出来る。

従って更に期待的出現度数を求めると，表� 8，図

5 
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図� 4 大試験管内の姻虫卵分布状況

X =16.3 N =60 
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虫卵数�  X

4に示す如く虫卵数が� 13個の場合が0.7回，� 14個

が� 2.7回，� 15個が7.7回，� 16個が 14回，� 17個が� 16

回，� 18個が� 11.7回，� 19個が� 5.4回，� 20個が1.6回

となる。之より適合度の検定を行なってみると，� 

X; =6.734となり� Fsは� 2.24となる。従って� Fs = 

2.24くF!(0.0めとなるから，もとの蜘虫卵の分布

は二項分布をなすと考えてよいと思われる。

表� 8. X=16.3の場合� N=60 

虫卵� 
t L1F (t)l期待、値四矧f寺壁i数� H且

13 

14 -1.59 0.056 0.045 2.70 
3.943 

15 9 -0.90 0.184 0.128 7;68 0.227 

16 15 -0.21 0.417 0.233 13.98 0.075 

17 17 0.48 0.684 0.267 16.02 0.060 

18 8 1.17 0.879 0.195' 11.70 1.170 

19 

20 2.55 0.995 0.026 1.56 
1.259 

1 60 I 1.08 1 4.195 1 0蜘� 159.70 I 6.734 

・……実測値 ×…-一期待値

20 

。� 

頻� 15

度� 10 

5 

~ m u m.w n m ~ w 
虫卵数�  

4. 小 括 �  

Stol1氏法における大試験管内の畑虫卵分布様式

について検討を試みたが，� X =5.6の場合はポアソ

シ分布を，� X =16.3の場合は二項分布をなす事を

認め得た。� 

2. 鈎虫卵の分布様式� 

1. 緒 冨

尿内に於ける鈎虫卵の分布様式に関しては，すで

に佐藤(1953)が� 1回排世全尿内に於いて，直接塗

抹法ではポアソシ分布をなすと報じ，叉守屋(1956)

も直接塗抹法で 8~ 12mg程度の便量ではポアソ

シ分布をなすことを認めている。叉� Stol1氏法に

於ける大試験管内の虫卵分布様式に関しては，小

平，矢島(1951)，並びに藤縄(1957)が虫卵数が比

較的少数の場合はポアソシ分布をなすと述べてい

る。併し虫卵数が比較的多数の場合の管内に於ける

虫卵分布様式については未だ報告がない。

薯者は虫卵数が比較的多い場合についても，分布

様式に関する検討を行ったのでこ与に報告する。� 

2. 実験方法

ヅピニ鈎虫卵陽性者の尿について，虫回虫卵の実験

方法と全く同様に行った。� 

3. 実験成績� 

i) X =0.53の場合

大試験管内の各� 0.15cc溶液中の虫卵数平均が� 

0.53の場合は，管内より� 60回検査した時の鈎虫卵

数の出現度数は，卵数が0個の場合が32回，� 1個の

場合が 24回，� 2個の場合が4回であった。之等をポ

アソン分布表による出現の確率から求めた期待値を

算出すると，表9. 図� 5に示す如く鈎虫卵数の出現

度数は，� 0個が35.3回，� 1個が21.7回，� 2個が5.0

回となる。之等の観察値と期待値とから適合度の検

定を行なうと，表9に見る如き計算結果となり，ポ
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表� 9. X=  0.53の場合� N =60 図� 6 大試験管内の鈎虫卵分布状況
 

(偏差ア
X = 37.9 N = 60 
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図� 5 大試験管内の鈎虫卵分布状況� 。� 
X = 0.53 N = 60 	
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は23.4，Xが� 41のとき� Aは� 21となり，グラフの

縦軸tこん横軸に� Xをとると，図 7に見る如<X 

が大になるに従ってえは下降し， 且つ各点は直線

上にのる傾向がある。
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表� 10. X = 37.~ N = 60 


円
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アソン分布と認めても誤りはないものと思われる。� 

ii) 	 X = 37.9の場合

この場合の虫卵数の出現度数は，図� 6に見る如く
 

34個が2回，� 35個が� 4回，� 36個が� 7回，� 37個が� 11


回，� 38個が� 13回，� 39個が� 10回，� 40個が� 7回，� 41 


個が4回，� 42個が2回であった。今此等の実測値の


卵数を� X とし，之に対応する観察度数を� f(X) と


し，A = (X +1) X江主士� 1)を求めると表� 10に
 
f(X) 


示す如く，� Xが� 34の場合に之に対応するえは� 70，
 

Xが� 35のとき� Iは63，� Xが� 36のときに� Iは� 

58.1，Xが� 37のときえは� 44.91 Xが� 38のとき� i


は30，Xが� 39のとき』は� 28，Xが� 40のとき』
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図� 7 X = 37.9の場合
 

N = 60 


80 


70 


60 


50 


1 	 40 


30 


20 


10 


。� 
34 35 36 37 38 39 40 41 


虫卵，数� X


之は管内の虫卵が二項分布をなすと想定される。


そこで実測値に対する期待値を蜘虫卵の玄=16.3 
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の場合と同様に算出すると，表� 11に見る様に虫卵

の出現度数は� 34個の場合が1.2回，� 351聞が� 2.6回，

36個が� 5.6回，� 37イ闘が� 9.6回，� 38個が� 12.5回，� 39 

個が� 11.7回，� 40個が� 8.9回，� 41個が� 7.3回，� 42個

が� 2.2固となり， 之より適合度の検定を行なうと，

X3=3810となり� Fsは0.95となる。従って� F同=�  

0.95くF!(0.05)となるから，これより元に帰って� 

x= 37.9の場合の鈎虫卵の分布は二項分布をなす

と認めてよいと思われる。

表� 11. X 	= 37.9の場合� N=  60 

虫卵
実値測It

数� 

34 

35 -1.53 

36 7 -1.01 

37 11 -0.48 

38 13 0.06 

39 10 0.58 

40 7 1.11 

41 4l 

42 2.17 

)FωI川� 淵� 偏差)2d l 値 I~踊

1.303 
0.063 2.580.043 

0.3615.580.156 0.093 

0.2049.600.316 0.160 

0.02112.480.524 0.208 

0.2470.1950.719 11.70 

0.3980.1480.867 8.88 

1.276 
0.985 0.037 2.22 

一 一一一一一一�  

j60 0.4 4.598 j1. 61. 3.810I7 I 025 I50 I 
4.小指�  

Stoll氏法に於ける大試験管内の鈎虫卵分布様式

について検討を行ない，� x= 0.53の場合はポアソ� 

y分布を，� x= 37.9の場合は二項分布をなす事を

認めた。

第� III章考 察

尿内寄生虫卵の算定方法として広く用いられてい

る� Stol1氏の稀釈虫卵計算法は，糞便 3gを秤量し

45停'ccの目盛のある大試験管にとり，� 1/10規定苛性

ソーダ液を目盛迄満たし，その稀釈液中より� 0.15cc

をピペットにて採取し，その中に含まれる全虫卵数

を算定し，その数を� 100倍するとその卵数は� 19糞

便中の卵数に相当するとして虫卵数を算定するので

あるが，管内の虫卵分布状況を推測するに当り，前

述の実験では� 1本の試験管に於いて管内の上層液と

下層液より交互に� 30回，計� 60回に亘り� 0.15cc液� 

中の虫卵数を検鏡によって算定し，それらの虫卵数

の度数分布状況より分布様式を云云したのである

が，正確にはこれら� 60回に亘る検査を同時に行わ

ねばならぬと思われる。即ち，管内の液より� 0.15cc

づつの液を� 60回に亘って順次に採取するのではな

くて，� 0.15 ccの液を� 60箇所より同時に採取してそ

の虫卵分布様式について検討を行なうべきである。� 

然しながらピペットにより� 0.15ccの液を採取する

方法に於し、ては，同時に� 60箇所より� 0.15ccの液を

採取する事は不可能であって，上記の如く管内液の� 

上層と下層より交互に液を� 0.15ccづっ採取してゆ

き之を第� 1回の実験とし，検鏡に要する時聞を配置

し，同様にして同一試験管より� 30回の実験を行っ

た。従ってこ� Lで当然考慮さるべき問題として，実

験の最初に採取された� 0.15cc中の虫卵数と，実験

の後期に採取された� 0.15cc中の虫卵数との問に差

が認められれば，上記の如き方法によって管内の虫

卵分布状況を推論することは間違いである。この点

について考察してみるに，口径� 3.5cm，深さ� 15.5cm

の大試験管に於いて実験前� 45ccの目盛迄正確にあ

った溶液も実験の回数が進むにつれ僅かながら減少

して，� 60回の採取後には� 0.15cc x60 = 9 ccの液

量が減少することとなり，実際にはピペットの周囲

に附着する液量を加算すると，� 9ccよりはや� L多く

の液が減少するものと思われる。従って実験初期と

後期に於ける管内液の相違は液の減少ということで

あって，この事は液の波少量に相当する管内壁面の

増加を意味し，その増加した管内壁面に附着する虫

卵数の多少を論ずればよいこととなる。

然しながら液量にして� 9cc程度の液の減少は，口

径� 3.5cm，深さ� 15.5cmの大試験管にあっては，管

内壁面のそれ程の増加ども思われず，この事は実験

結果にさしたる影響は及ぼさないと思われる。即ち

この間の関係を確かめるために，各例について� 5回

づつの移動平均値を求めて，実験後期に於レては虫

卵数が増加或いは減少のし、ずれの傾向があるかを検

討したので、あるが，図� 8.図9.図� 10.図� 11に示す� 

如ぐ各例共� 5回ずつの移動平均値を結んだ線は横軸

に略々平行状態であって，それらの直線の著明な上

昇及び下降が認められない事から，実験初期の液と

実験後期の液とは，虫卵含有数にさして差は認めら

れず，従って初期の� 0.15ccが後期に濃縮或は稀釈

されたと考える必要はなく，実際問題としては無視

出来るものと思われる。

Stol1氏法に於ける今一つの問題点は，虫卵の重

さの為に虫卵が短時間の中にかなり沈降して，虫卵

の分布状況，ひいては単位容積中に含まれる虫卵数

に誤りを来すのではないかという点である。この事

に関係する因子としては多くの因子が考えられる

が，その中の主なものとしては，虫卵の側について
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言えば重さ及び形態の如何，液の側について言えば 鈎虫卵が同じ速度を以って沈降するとは考えられな

液の粘調度及び比重であり，叉液の対流によって虫 い。即ち，� Stoll氏法に於し、ては管内の液は糞便溶

卵の沈降状況がより複雑化するものと思われる。中 解液であるから，粘調度或いは糞便の極めて小さな

山(1956)は直径� 4.5cm，高さ� 38cmのガラスシ� 分子が液中に浮、詳していて，蒸溜水とはこの点に於

}J -yダーに蒸溜水を満たし，予め準備した姻虫卵浮 いて些か趣を異にしている。� 

渉液を血沈用注射器にとり，針の先端を水面直下に は硫酸亜鉛液による虫卵942)(1Sawiss ，.Willi 

静かに挿入して，ごく自然に姻虫卵が沈降するよう

にしてその沈降速度を測定した。そしてA群(姻虫

卵数が 1~2個〉では 158.3 secj10cm，B群(卵数

が 40~50 個〉では 94.2 secj10cm， C群� σ開設が� 

200 ~300個〉では� 83.0secj10cmとなり，� B，C 

両群はA群に比し速度が大となっているが，之は限

られた容器中の水量に多数の畑虫卵が群を!なして落

ち，対流を生ずるためと考えられたので，� A群即ち� 

1~2 個の姻虫卵を 1 回の沈降試験を用いて測定を

行ない， その水中沈降速皮は終末速度で� 14.8secj 

cm(士1.めであると述べてレる。然しながら， 中

山の実験を以って直ちに� Stoll氏法に於いて，岨，

の浮静状況の実験を行ない， 比重� 1.150の硫酸亜鉛

液では犬鈎虫卵は� 92%，比重� 1.180では� 100%浮活字

し，畑虫受精卵は比重1.180の溶液で� 100%浮き，

不受精卵は比重1.250の溶液で� 99%浮滋したと述

べている。この実験によれば糞便を含まぬ姻鈎虫卵

のみに於いては，硫酸亜鉛液の適当な比重液に於い

てその大部分が浮、准することを物語っている。

一方，通常の検便時に一般に用いられている方法

を以って浮波法を使用する場合，すべての虫卵が浮

活字を完了するものではなぐして，その中に含まれて

レる虫卵数の� 30%内外が僅かに浮躍するとされて� 

いる。
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以上の事は虫卵の浮波について考えたのである

が，虫卵の沈降時にも同様な事が考えられ，糞便液

中に於ける姻，鈎虫卵は水中に於ける沈降状況とは

かなり異った様相を示すものと思われる。この点に

関しては，実際に� Stoll氏法の糞便液中に於ける

多種虫卵の沈降速度を種種な条件のもとに測定する� 

ことが望ましいが，一方大試験管を振謹後，時間の

経過と共に上層液と下層液の単位容積中に含まれる

、。v虫卵数に差があるか否かの実験も望まし� 

著者はか� Lる観点より，� Stoll氏法に於いては大

試験管を振議後直ちに管内の液を検査するのである

から，その場合の管内の上層液，下層液中に含まれ

る虫卵数に差がないことが確かめられれば，実際に

応用する上から一応この問題は解決出来ると考え

て，虫回虫卵と鈎虫卵について管内液の上層と下層に

含まれる虫卵数の差異，並びに管内の虫卵分布様式

を検討した。その結果，全例に於いて管内液の上層

と下層に含まれる虫卵数に差はなく，管内の虫卵は

均等に分布している事が認められ，� Stoll氏法に於

いて虫卵数を算定する場合に，如何なる部分からで

も単位脊積仁0.15cc)の液量を採取してよいことと

なる。

叉，管内の虫卵分布様式に関して，著者の実験成

績では玄=0.53，玄=5.6の場合はポアソン分布

を，玄=16.3，玄=37.9の場合は二項分布をなし

た事から，虫卵数の少数の時は管内の虫卵はポアソ

シ分布をなし，多数の場合は二項分布をなすと考え

られる。

第� IV章結: 論‘

Stoll氏法に於ける大試験管内の上層液と下層液
 

中に含まれる虫卵数の差異並びに寄生虫卵の分布様
 

式を同一試験管について上層及び下層と交互に� 30
 

回，計� 60回行ない，� Stoll氏の稀釈虫卵計算法に
 

よって姻虫卵数並びに鈎虫卵数を算定して検討し
 

た。
 

1. 姻虫卵について� 

i) 玄=5.6の場合� 

管内液の上層と下層に含まれる虫卵数に差異はな� 

く，且つ管内の虫卵はポアソ� y分布をなす。� 

ii) X = 16.3の場合

この場合も管内液の上層と下層に含まれる虫卵数

に差はなく，且つ虫卵の分布は二項分布をなす。� 

2. 鈎虫卵について� 

i) X = 0.53の場合e

管内液の上層と下層に含まれる虫卵数に差はな

く，且つポアソ� y分布をなす。� 

ii) X =39.7の場合

この場合も管内液の上層と下層に含まれる虫卵数

に差はなく，且つ管内の虫卵は二項分布をなす。

摘筆するに当り，御懇篤なる御指導と御校閲を賜

わりました恩師柳沢利喜堆教授に衷心より感謝の意

を表します。併せて，終始御教示御助言下さいまし

た水野哲会夫助教授に深謝致します。
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